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礼拝 場 と 集団 的 意識 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ク ルアー ン で は 、 


人 は アッ ラー を 信仰 し 侍 拝 行為 を 実践 する 為 
に 創造 され た こと が 示さ れ て いま す 。 5 回 の 
礼拝 は 、 祭 拝 行為 に 占め る 重要 性 の 為 、 信 仰 
の 次 に 最も 重要 な 条件 と し て の 位置 を 占め て 
いま す 。 日 に 5 回 の 礼拝 は 、 一 人 で も 、 集 団 
で で も 行なう こと が で きま す 。 た だ し 台 言 者 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は 、 集 団 で 行 な 


2 礼拝 に は 2 7 倍 の 善行 が ある こと を 示さ れ 、 


集団 で 礼拝 する こと を 盾 
め ら れ て お られ ます 。 

モス ク は 、 イ バー ダ を 
行い 、 ア デア ッ ラー を 想念 し 、」 
教育 や し つけ が 行なわ れ 、 
や すら ぎ と 表 け さ の ある 
空間 で す 。 その 人 為 私 達 の 
教え で は 、 モ スク に 重要 
性 を 置い て いま す 。 上 祭 直 
な る アデ アッ フー は 、 ク ル ア 
0 II デ デーン ク の の 
孫 よ 、 何 処 の マス ジ ド で 
も 清潔 な 衣服 を 体 に つけ な さい 。 そ し て 食べ 
た り 飲 ん だ り し な さい 。 だ が 限度 を 越し て は 
な ら な い 。 本当 に か れ は 浪費 する 者 を 御 好 み 
に な ら な い 。」 ( 高 長 章 第 3 1 節 ) と 仰せ ら 
れ て いま す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ク ルアー ン の 章 
名 か ら も 理解 で きる よう に 、 イ スラ ー ム に お 
いて モス ク は 重要 な 位 思 を 占め て いま す 。 ア 
ッ ラ フー の 家 と され る モス ク は 、 イ スラ ー ム の 
シン ボル と 見 な され ます 。 聖 預言 者 ( 彼 の 上 
に 祝福 と 平安 あれ ) は 、 地 に お いて アッ ラー 
が 最も 愛さ れる 場所 が モス ク で ある こと を 教 
えら れ て お られ ます 。 従っ て モス ク に 来る 際 
に は 、 適 当 に 選ん だ 服 で は な く 、 最 も よい 服 
を 着 て くる べき で す 。 モ スク を 汚し 、 雰 囲 気 
を 壊し 、 集 団 を 苦痛 に する よう な 振舞 い は 避 
け な け れ ば な り ま せん 。 

ムスリム の 皆様 。 モ スク に お いて は 、 工 事 
か ら 清 掃 、 周 明 に 至る まで 、 全 て の 奉仕 は 賞 





賛 に 値する も の で す 。 聖 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝 
福 と 平安 あれ ) は 、 あ る ハデ ィ ー ス で 次 の よ 
うに お っ し ゃ られ て お られ ます 。 「 誰 で あれ 、 
モス ク を 建設 すれ ば 、 ア ッ ラ ー も その 人 に 天 
国 で あず まや を 造ら れる だ ろう 。」 ま た 他 の 
2 ハディース で は 、 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の よ 
うに 伝え て いま す 。 「 い つも モス ク を 掃き 、 
きれ い に 掃 除 す る 人 が いた 。 あ る 時 、 預 言 者 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は 彼女 を し ば ら 
ご 覧 に な る こと が で 
きず 、 心 配 し て 尋ね ら 
れ た 。 彼女 が 死ん だ と 
いう こと が 伝え られ る 
と 、『 ど うし て 私 に 知 
ら せ な か っ た の か 。』 
と いわ れ 、 墓 を 見 せる 
の MM 76 生 し 
て 墓 に 行か れ 、 彼 女 の 
と こめ に 葬儀 の 礼拝 を 行 
な われ た 。」 
親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 モ スク や 礼拝 所 が 造ら れる 目的 は 、 そ 
こ で 集団 で 礼拝 が 行なわ れる こと で す 。 モス 
ク や 礼拝 所 は 同時 に 々 に ハラ ー ル と ハラ 
ー ム を 教え 、 よ い 徳 や 正 し さ 、 誠 実 さ を 教え 、 
愛情 や 敬意 、 兄 弟 愛 の 精神 に よっ て 運営 され 
る 聖なる 空間 で す 。 列 教 や イス ラー ム の 戦士 
の 崇高 さ 、 純 潔 や 名 誉 を 守る こと の 誇り と い 
っ た 、 多 く の 款 教 的 、 民 族 的 意識 を 人 々 に 与 
える 、 知 性 や 文化 の ゆり か ご な の で す 。 
今日 の フト バ を 、 預 言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 
平安 あれ ) の 聖 ハ ディ ー ス で 締め くく り た い 
と 思い ます 。 「 人 が アッ ラー が 義務 と され た 
こと の 一 つ を 実践 する 為 、 bh 
モス ク へ 出かけ る な ら 、 そ の 人 の 一 歩 一 歩 が 、 
LN 
へ の 要因 と な る だ ろう 。」 
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